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地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

平成 25年度における高病原性鳥インフルエンザ等の防疫対策の 

強化について 

 

このことについて、平成 25年 9月 6日付け 25消安第 2884号をもって、農林水産

省消費･安全局長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしくお

願いいたします。 

このたびの通知は、昨年度及び一昨年度は、我が国の家きん飼養農場においては、

高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザの発生はなかったものの、

本年に入ってからも中国、台湾、北朝鮮等我が国の近隣諸国においては散発的な発生

が認められ、本年 4月から 5月にかけて、生鳥市場の鶏や鳩から鳥インフルエンザウ

イルス（H7N9 亜型）が分離されたこと、また、これらの疾病のウイルスは、渡り鳥

等の野鳥によって国内に持ち込まれることが高く、その侵入ルートも複数存在する可

能性があると指摘され、依然として海外から我が国にこれらの疾病のウイルスが侵入

する可能性が高いものと考えられることから、家きんの飼養農場へのこれらの疾病の

ウイルスの侵入防止及び万が一の発生のまん延防止対策に万全を期するよう、各都道

府県知事宛てに通知した旨、了知の上、本会会員に家畜防疫の重要性を十分に理解し、

周知するとともに、都道府県の家畜防疫員による飼養衛生管理の確認のための定点モ

ニタリング及び強化モニタリングの検査対象農場の選定等、協力を依頼されたもので

す。 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 
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